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研究概要 

１；老化の計測 

 

老化の計測方法を、体形、容貌、皮膚でアンチエイジングセンターのドック部門として、アンチエジングドックの

診療として行っている。アンチエジングドックシステムを用いて、希望者に計測を行い、その後、指導を行ってい

る。従来は、疾患概念からの延長で、年齢とともに変化する計測値を目安としており、現在もこれが基準である。

（例えば、骨密度での標準値と呼ばれるものがあるので、これを基準にして、骨の老化を推定する。） 

 一方、2013 年に Horvath らが、DNA のメチル化計測を網羅的に行うことで、寿命推計ができるとして、研究が進

んだ。このため、我々も、ヒト、マウス、ラットで DNAメチル化を持ちいた Epigenetic Clock が計測できるかを検

討している。2019 年度は、今後、センターとして、各研究員と共同研究できるように、計測のシステムを整備する

目的で、試料の調整、分離、輸送方法、計測データー、統計、費用などの基礎的整備が行われている。 

1-1;初年度は、ヒトでの末梢血での解析が可能かを検討した。近畿大学奈良病院の倫理員会を通して、ヒト末梢血

での予備実験を行った。 

結果；計測可能である。ただし、正常人の採血が、倫理を含めて困難を極めるため、唾液などの他の方法を検討す

る必要がある。 

1-2;マウスでの検討；予備実験としてマウスでも可能化の検討を行っている。 

医学部生化学岡田教授のグループで、マウスに NMN 投与した系がマウスの Epigenetic Clock が計測できるかを検

討。予備の検討では、測定は可能。細かい調整が必要。次年度、本格的な実験を継続中。 

1-3; ラットでの検討；元々の高血圧ラット SHR,SHRsp,SHRM の全シークエンスが終わったところで、その違いにつ

ての検討について DNA メチル化計測が開始されている。 

1-4；アンチエイジングドックとしてのシステム維持を行なっているが、システムそのものが 10 年経っており、新

たな構築が必要な時期に来ている。ドックの維持費は皮膚科研究費で維持している。年間１２０万程度。 

1-5;アンチエジングの実践；レチノイド外用やレーザー治療などを行い、運動や食事や精神や環境についてのアド

バイスを個別に行う実践を行っている。見た目の領域への対応。 

２；;アンチエジングでは、運動・食事・精神・環境についての文献を含めた情報収集と解析が重要で、多くの学

会への情報提供と集積を行なっている。美容関連も重要であり、美容系医学誌への投稿も行っている。 

３；環境問題としては、建築学部岩前篤教授と血圧と住まいの問題を検討して、その一部が、報告書として出版さ

れた。また、高気密度ハウスの検討を行なっている。 

４；社会的貢献としては、一般市民への講演会での講演や新聞雑誌への発表がある。 

５；Osaka-kansai EXPO 2025 の 大阪館“１０歳若返るパビリオン”の基本構想委員会の委員として、発表、提

言。 

 

研究成果 
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【抄録集】 
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【新聞】 

190203 主婦新聞 アンチエイジングについてコラム５ 

191128 主婦新聞  アンチエイジングについてコラム４ 

190927 主婦新聞  アンチエイジングについてコラム３ 

190727 主婦新聞  アンチエイジングについてコラム２ 

190528 主婦新聞 アンチエイジングについてコラム１ 

 

研究発表 

200328 日本農芸化学会2020年度 シンポジウム 見た目  コロナで中止 

200202 第１回日本化粧医療学会  見た目の科学  

191224 第２回 SDGsと住宅／建築に関する懇談会 

191209 2025大阪・関西万博に向けた未来社会デザイン 国際シンポジウム  見た目を若くするとは 

191206 1st AMWC China Identifying genes by appearance: In-depth research update 

191120 第３回健康・省エネ住宅推進委員会アンチエイジング戦略2020臨床における住環境取り組みの重要性  

建築のヘルスケア化 

191115 第２回日本フォトダーマトロジー学会特別講演「フォトダーマと見た目のアンチエイジングアップ 

デート」 

191029 第 19 回日本美容福祉学会シンポジウム「人生 100 年時代における美齢の可能性」医学的立場から 

191025  2019 年度日本香粧品学会 教育講習会   見た目とアンチエイシン゙クの゙考え方 

190929 第１3 回見た目のアンチエジング研究会見た目のアンチエイジングアップデー2018 年 8 月ー2019 年 8 月 

190908 第 44 回東海皮膚科漢方研究会  特別講演アンチエイジングと養生～epigenetics と東洋医学～ 

190728 第 37 回日本美容皮膚科学会  教育講演 Epigenetic clock と見た目のアンチエジング 

190714  第 25 回心臓リハビリテーション学会  特別講演 アンチエイジングと epigenome 

190714 第 19 回日本 Men7sHearth 医学会  見た目の科学と Epigenetics 

190711 一条工務店講演会 健康と住宅  アンチエイジングとバイオ戦略２０１９ 

190711 第 14 回奈良県薬剤師漢方セミナー 皮膚科疾患と漢方薬 

190616 第 19 回日本抗加齢医学会総会 シンポジウム  Personailzed skincare と Anti-aging 

190614 第 19 回日本抗加齢医学会総会 セミナー 紫外線ケアに新たな潮流貼る UV ブロックフィルム FILMOA を 

用いた紫外線ケアの実践 

190609 第 118 回 日本皮膚科学会総会  セミナー 肥厚性瘢痕 予防及び治療 

190530 第 30 回美容アンチエジング研究会 特別公演 アンチエイジングとエピジェネティック時計 

190517  ラジオ 日経   アンチエジングとは 

190413  第７２回 日本産婦人科学会  セミナー 肥厚性瘢痕 予防及び治療  新たな提唱 

190496  17th AMWC Monaco 2019; Let's measure biological clock with an epigenetic clock  

 

 


